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「
わ
か
る
」
っ
て
な
ん
だ
？ 

本
当
の
「
学
力
」
っ
て
な
ん
だ
？ 

檜
山
合
同
教
育
研
究
せ
た
な
集
会
が
十
月
十
二
日
（土
）

に
、北
檜
山
小
学
校
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。一

昨
年
度
、昨
年
度
を
上
回
る
延
べ
一
一
四
名
が
参
加
、レ
ポ

ー
ト
も
同
じ
く
一
昨
年
、昨
年
を
上
回
る
四
三
本
が
報
告

さ
れ
、様
々
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
ま
し
た
。 

                                    

現
地
実
行
委
員
会
の
中
心
と
な
っ
た
せ

た
な
支
部
で
は
、
文
化
祭
や
学
習
発
表
会
な

ど
が
同
時
期
に
行
わ
れ
る
中
、
浜
口
委
員
長
、

買
手
事
務
局
長
、
濱
事
務
局
次
長
を
中
心
に

近
隣
の
支
部
の
力
を
結
集
さ
せ
、
合
研
の
準

備
に
取
り
組
み
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

開
会
集
会
で
は
、
せ
た
な
町
教
育
長
、
高

野
利
廣
氏
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
ま
ま
、
基
調

報
告
、
講
演
会
に
も
参
加
。

「
現
場
の
こ
と
に
耳
を

傾
け
て
く
れ
て
い
る
よ

う
で
、
な
ん
か
う
れ
し
い

ね
」
と
い
う
感
想
が
も
れ
、

檜
山
の
教
育
を
考
え
る

共
同
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。 

 

基
調
報
告
を
行
っ
た
越
前
秀
一
事
務
局

長
は
、
北
海
道
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
行
政

の
現
状
を
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
「
今
、
行
わ
れ
て
い
る

い
わ
ゆ
る
『
学
テ
向
上
路
線
』
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
が
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
つ
な

が
る
の
か
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。 

３
つ
の
視
点
で
学
力
を
語
ろ
う 

そ
の
上
で
、
今
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

隣
り
合
う
人
た
ち
か
ら
「
学
力
」
に
つ
い
て

語
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
学
力
観
」
を
共
有
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
際
、
今
回
の
講
師
で
あ
る
田
中
昌

弥
教
授
が
述
べ

て
い
る
「
社
会

的
に
何
を
要
求

さ
れ
て
い
る
の

か
（
社
会
的
視

点
）
」「
学
習
者

に
と
っ
て
ど
う

い
う
意
味
が
あ

る
の
か
（
臨
床

的
視
点
）
」「
知
と
し
て
の
『
学
力
』
が
ど
う

い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
か
（
認
識
論
的

視
点
）
」
と
い
う
３
つ
の
視
点
で
論
議
す
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
提
案
し
、
学
力

観
の
共
有
を
図
る
上
で
の
方
向
性
を
指
し

示
し
ま
し
た
。 

 

講
演
は
、
都
留
文
科
大
学
文
学
部
教
授
田

中
昌
弥
氏
を
招
き
、「『
学
力
』
を
つ
け
る
こ

と
の
意
味
～
先
生
何
の
た
め
に
勉
強
す
る

の
？
と
問
わ
れ
た
ら
～
」
と
題
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
氏
は
、
今
の
混
乱
は
、
そ
も
そ
も

「
学
校
現
場
の
思
い
、
社
会
の
見
方
（
世
論
）、

文
科
省
の
意
図
の
ズ
レ
が
背
景
に
あ
る
と

述
べ
ま
す
。 

「
学
力
観
」
の
ズ
レ 

学
校
現
場
は
、
「
学
力
は
数
値
だ
け
で
は
な

い
、
子
ど
も
の
実
態
に
合
わ
ず
学
習
が
苦
行

に
」
と
言
い
、
世
論
は
「
（
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
の
成
績
で
表
せ
る
）『
学
力
』
を
つ
け
て

も
ら
わ
な
い
と
子
ど
も
の
将
来
が
心
配
」
で

も
、「
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、

連
携
す
る
能
力
の
よ
う
な
力
も
大
切
に
し

て
欲
し
い
」
と
言
い
、
文
科
省
は
「
世
界
競

争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
多
様
な
人
材
、

対
応
す
る
力
な
ど
、
数
値
で
測
れ
る
も
の
だ

け
で
は
、
対
応
で
き
な
い
。
し
か
し
、
世
論

の
学
力
低
下
批
判
、
そ
し
て
、
予
算
要
求
の

際
に
財
務
省
か
ら
は
成
果
を
数
値
で
要
求

さ
れ
る
」
と
い
う
、
「
ズ
レ
」
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
「
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
未
来

は
、
今
わ
か
っ
て
い
る
知
識
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
課
題
が
山
積
み
で
あ
る
。
そ
れ
を

ど
う
創
造
的
に
乗
り
越
え
て
い
く
か
と
い

う
視
点
は
外
せ
な
い
。
子
ど
も
の
実
態
と
学力との関係を実践

的
対
案
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
が
ズ
レ
を

克
服
す
る
た
め
に
大
切
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

「
わ
か
る
」
っ
て
な
ん
だ
？
本
当
の

「
学
力
」
っ
て
な
ん
だ
？ 

 

そ
の
実
践
的
対
案
を
考
え
る
上
で
、
重
要

な
こ
と
の
一
つ
は
、

「
『
わ
か
る
』
の
は
、

学
習
者
自
身
が
能
動

的
な
統
合
を
行
う
結

果
と
い
う
こ
と
を
認

識
す
る
こ
と
」
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
に
例
え
、

「
パ
ソ
コ
ン
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
だ
け
渡

し
、
そ
れ
を
覚
え

て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
テ
ス
ト
す

る
だ
け
で
は
、
意
味
が
な
い
で
し
ょ
。
少
な

く
と
も
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
た
い
と
い
う

能
動
性
が
あ
り
、
わ
か
っ
た
、
で
き
た
と
い

う
『
統
合
』
が
あ
っ
て
こ
そ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
覚
え
る
意
味
が
あ
る
」
と
語
り
、「
学
ぶ
」

と
い
う
こ
と
を
シ
ン
プ
ル
に
読
み
解
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
極
端
に
言
う
と
、
体
験

主
義
は
、
表
面
的
体
験
に
陥
っ
て
い
る
学
習

（
パ
ソ
コ
ン
だ
け
与
え
る
だ
け
）、
詰
め
込

み
教
育
は
、
子
ど
も
自
身
の
統
合
を
置
き
去

り
に
し
た
知
識
の
伝
達
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
覚

え
さ
せ
る
だ
け
）
に
な
っ
て
し
ま
う
。
本
当

の
「
学
力
」
（
学
び
）
の
質
と
は
、
図
に
あ

る
よ
う
な
明
示
知
と
暗
黙
知
の
統
合
の
状

態
で
判
断
す
る
こ
と
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
さ
ら
に
「
学
力
」
は
、
ど
う
い

う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
読
み
解
き
、

「
こ
れ
か
ら
は
、『
共
有
の
学
力
』
を
ど
う

育
て
て
い
く
か
が
鍵
に
な
る
こ
と
」
を
示
唆

し
、
講
演
を
終
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
あ
と
、
教
科
等
分
科
会
が
行
わ
れ
、

レ
ポ
ー
ト
報
告
を
受
け
な
が
ら
、
実
践
や
課

題
に
つ
い
て
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
事
実
や
取
り
組
み
が
て
い
ね
い

に
掘
り
下
げ
ら
れ
た
り
、
課
題
や
困
難
が
共

有
さ
れ
た
り
と
、
現
場
を
生
き
る
人
間
と
し

て
共
有
で
き
そ
う
な
「
語
り
」
を
通
し
て
、

日
常
を
い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
振
り
返
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。 
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参加者からの講演の感想 
「学力」について視点が明確になり、整理された！ 

○表面的なスキルを訓練して結果を出し、その「成果」に安産してしまいそうな日常の自分を反省しました。少し大きく構えて、

子どもにとって幸せで大切なことは何かという視座で実践を見つめ直したいと思います。父母が求めるものとの共有という点も思

いが至りました。 

○わかりやすいお話で良かったです。最後、長かったので時間オーバーしないようにしてください。（運営） 

○様々な実践を考えていく上での基盤的な「思想」を学んだような気がします。 

○学力についてどう捉えるかという議論は随分しているはずですが、今回とてもよく整理してお話が聞けました。あらためて、学

力アップという言葉に振り回されないで実践ができるのではないでしょうか。 

○ペーパーテストだけでは、（何もとは言わないが・・・）本物の学力は育たない、明示知はもちろん、暗黙知、体験とも結びつけ、

子ども同士の教え合い、学び合いも組織し、将来像を提示してようやく本物が育つということが分科会でも確認できました。 

○学力＝テストの点数だけではないのに・・・という思いはありつつも、学力とは何かと問われると、自分の中でもやもやしてい

ました。今日の講演を聞いて、数値には表れない学びに対する好奇心や目の輝き、一人ひとりが受けとめられる安心感などが学力

を考える上で、とても重要だと言うことが自分の中で再確認できました。「学力」という極めて意味の広い言葉ですが、もう一度、

自分の中で見つめ直し、考え直す良い機会になりました。 

○５７才にしてやっとわかり、納得しました。今まで、２～３回話しを聞いていてもなんとなくいい話をしているなという感じで

した。今日、話しが見えたとき、「やっと自分の実践と理論が追いついたんだな」と思いましたが、「待てよ、１０年前の方が一生

懸命学習していたよな・・・」という考えが浮かび撒いた。よく振り返ってみると、「気楽に聞いたから理解できたのでは・・・、

以前は聞いたときに『分析知』だけで、聞いていたのではないかと思いました。もっと、自分の思考を『経験知』と『物語り知』

にも広げて聞くことができれば１０年前でも理解できたのではないかと思います。今、担任をしていて、半年で卒業させますが、

ゆったりと子どもに接することができるのではないかと思います。自分の実践を後押しする講演でした。 

 

むずかしかった！勉強になった！そうだと思った！ 

○とても、むずかしかったです。 

○むずかしかったです。 

○むずかしいところもありましたが、大変勉強になりました。 

○できるだけ、わかりやすく学びや学力について解説していただいたと思います。 

ところどころむずかしい箇所もありましたが、良いお話でした。 

○ＰＴＡ会長さんやおやじの会の活動をしていたときの話、よかったです。知的好 

奇心があれば伸びるという話は本当にそうだと思いました。 

 

明日から生かしていきたい！自分のものにしたい！ 

○経験を統合させることが理解することにつながると聞き、まずは自分がと思いました。低学年の子どもたちには、経験させるこ

とから始めたいと思います。 

○特別支援の生徒を担任しております。「学力」とは何かを考えつつ、興味関心を高める授業を目指していますが、基礎・基本の定

着のバランスに苦慮していました。今日の講演を拝聴して、明日以降の授業に生かしたいと思います。 

○高校生の時、「どうして勉強するの？」とまさに同じ質問をしたことがありました。その時、「人生を豊かにするため」と答えて

もらって納得しました。納得できたのは、環境や人に恵まれ、それまでに経験知がたくさんあったからと思いました。どうして勉

強するのかというのは、私が子どもたちと関わる中で授業や遊び、色々な場面で伝えていくのかな・・・と思いました。ありがと

うございました。 

○今までの経験から明示知と暗黙知を考えてみましたが、自分は完全に分離しています。統合できていない。上っ面だけの薄っぺ

らな人生を歩んできたのかなと思ってしまいました。物事の本質をしっかり見極められるようになりたいですね。（わかった気にな

って間違いをするのは最悪なので）今日の講演の意味をしっかりとかみ砕いて、自分のものにしたいです。 

 

先達から引き継がれ、檜山で大切にしてきたこと 

○檜山の教育の考え方が間違っておらず、多面的な学習が学力に結びつくことを再確認できました。 

○本当の学びとは・・・暗黙知と明示知の往還関係を促すこと。先生のわかりやすい説明で大変勉強になりました。点数だけで、

子どもを学ばせるのではなく、子どもの可能性を耕し、鍛えると言うことの大切さ、檜山の教育の意義をあらためて認識し、これ

からも大切にしたいと思いました。 

 


